
１　事業概要

（１）事業名　

（２）管理者

（３）所在地

（４）職員数

（５）組織概要

２　業務量

（1）給水戸数 戸

（２）年間総給水量 ㎥

（３）１日平均給水量 ㎥

（４）主要な建設改良事業

３　財務状況

（１）損益計算書

　収入 円

　　水道料金 円

　　その他収入 円

　　　（内　一般会計基準内繰入金） （ 61,555,446 円　）

　支出 円

　　人件費 円

　　修繕費 円

　　委託料 円

　　減価償却費 円

　　企業債利息 円

　　その他 円

　特別利益 円

　当期純利益 円

第２次静岡市水道事業中期経営計画の達成状況について　　平成25年９月

1,400,552,040

2,671,273,472

955,521,936

1,325,290,129

0

1,141,888,655

9,810,086,917

9,476,888,634

333,198,283

8,668,198,262

1,379,699,318

935,861,367

　　　　　静岡・清水送水施設整備事業

　　　　　鎌田配水場築造事業

　　　　　管網整備　１６，６８４ｍ

　　　　　経年管布設替等　１０，４０４ｍ

　　　　　由比第１浄水場改修事業

　　　　  （仮称）中部配水場築造事業

285,503

83,854,360

　水道事業の健全経営に向けて、平成２２年度から２６年度における具体的な事業計画を定めた
第２次静岡市水道事業中期経営計画の平成２５年３月３１日現在の達成状況について、次のとお
り公表します。

水道事業

公営企業管理者　関　　清司

静岡市清水区旭町6-8

158人

別表１のとおり

229,738



（２）貸借対照表

　資産 円

　　固定資産 円

　　流動資産 円

　負債 円

　　退職給与引当金 円

　　修繕引当金 円

　　流動負債 円

　資本 円

　　自己資本金 円

　　借入資本金 円

　　資本剰余金 円

　　利益剰余金 円

４　一般会計等の関与

（１）国庫補助金 円（ﾗｲﾌﾗｲﾝ機能強化等事業費補助金等）

（２）負担金 円（他事業関連工事負担金等）

（３）繰入金 円

　　うち基準内繰入 円（消火栓設置工事等負担金等）

　　うち基準外繰入 円（藁科地区水道整備事業費補助金等）

５　企業債残高

（１）企業債 円(平成２４年度末未償還残高）

６　職員数の状況

（１）職種別職員数

（２）職員数の推移

　　　平成16年度末

　　　平成17年度末

　　　平成18年度末

　　　平成19年度末

　　　平成20年度末

　　　平成21年度末

　　　平成22年度末

　　　平成23年度末

　　　平成24年度末

正規職員166人、嘱託30人、計196人

正規職員164人、嘱託30人、計194人

正規職員160人、嘱託30人、計190人

　　　　　　　　　  正規職員156人、嘱託32人、再任用2人、計190人

　　　　　　　　　  正規職員158人、嘱託33人、再任用1人、計192人

別表２のとおり

正規職員178人、嘱託13人、計191人

正規職員172人、嘱託20人、計192人

正規職員172人、嘱託23人、計195人

正規職員163人、嘱託26人、計189人

70,264,000

71,931,880

99,049,020

92,102,915

6,946,105

39,744,268,285

1,846,133,565

99,665,088,125

35,799,442,437

39,744,268,285

20,068,446,758

4,052,930,645

104,276,485,544

87,374,085,235

16,902,400,309

4,611,397,419

830,121,485

1,935,142,369



７　職員給与の状況

（１）人件費率 ％

（２）職員給与費 1,305,987 千円

（３）職員平均給料 374,711 円（平均年齢 45.1才）

（４）職員手当

　　　地域手当 支給率６ ％

  　　期末勤勉手当

　　　　期末手当 ヶ月

　　　　勤勉手当 ヶ月

　　　　職務加算措置

　　　退職手当

　　　　勤続２０年

　　　　勤続２５年

　　　　勤続３５年

　　　　最高限度額

（５）公営企業管理者給料

８　料金等の状況

（１）水道料金 別表３のとおり

（２）料金改定の推移

　①現行料金

　　平成２０年　６月１日          　       　改定率 △３．２０％

　②前回改定

　　（旧静岡市）平成１３年　４月１日　　改定率　　８．４８％

　　（旧清水市）平成　９年　４月１日　　改定率　２２．１５％

　　（旧蒲原町）平成１１年１０月１日　　改定率　１４．８０％

　　（旧由比町）平成　９年　４月１日　　改定率　１０．４０％

47.50　月分　　　　59.28 月分

59.28　月分　　　　59.28 月分

月額 812,000円

年間２．６０

年間１．３５

役職により５％～２０％加算

　自己都合　　　　勧奨・定年

21.00　月分　　　　27.30 月分

33.75　月分　　　　42.12 月分

15.07



１０　民間的経営手法の導入状況

（１）民間委託

平成２４年度実績

１１　その他経営基盤強化への取組状況

区　　　分

中期経営計画の策定 　計画期間：平成２２年度～平成２６年度の５年間

　目標値：（定員管理計画）平成２２年４月１現在の正規職員数

　　　　　　　１６０人を平成２７年４月までに１６２人とする。

　　　　　　　２人増員、１．２５％増

　　　　　　（有収率の向上）平成２１年度末決算値88.1％に対し、

　　　　　　　２６年度末の目標を88.5％とする。

１２　経費節減等の取組による効果額

区　　　分

建設コストの縮減

２４年度実績

人事院勧告に基づく見直しにより、人件費の削減が図られた。
　平成２４年度削減額　２，９７７千円

建設副産物対策等の推進、設計VE等による計画・設計の見直しな
どにより、建設コストの縮減が図られた。
　平成２４年度縮減額　５６２，９４８千円

高利の企業債の借換えにより、支払利息の軽減が図られた。
　平成２４年度軽減額　１１２，８８３千円

内　　　容

公営企業借換債の活用
（公的資金補償金免除繰上償還制
度の活用）

給与の適正化に向けての取り
組み

・鎌田配水場築造工事に伴う施工監理業務

・柳町配水場外７無人施設機械警備業務

・水質監視システム保守管理業務



［用語解説］

●流動比率：流動資産の流動負債に対する割合で財務安全性をみる指標。
　 短期債務に対する即自的・直接的支払能力を示しています。
　 この値は100％以上で、より高いほうが安全性が高い。
 　政令市２３年度平均：３７３．４％　　（流動資産／流動負債）×１００

●自己資本構成比率：自己資本金と剰余金の合計額の負債・資本合計額に対する割合。
　 自己調達した資本の割合を示し、この値が高いほど健全な財政状態と言える。
 　政令市２３年度平均：６３．０％　　［（自己資本金＋剰余金）／負債資本合計］×１００

●繰入金：地方公営企業法第１７条の２、第１７条の３に基づいた一般会計から繰入金。なお「基準
　 内繰入」とは、総務省通知「地方公営企業繰出金について」に基づくもの。

●有収率：有収水量（年間の料金収入の対象となった水量）の年間配水量に対する割合。
   数値が高いほど効率的な事業運営に結びついています。
　 政令市２３年度平均：９１．１％　　　（有収水量／給水量）×１００

●総収支比率：総収益の総費用に対する割合を示す。この値は１００以上であることが望ましい。
　 政令市２３年度平均：１０７．２％　　（総収益／総費用）×１００

●料金回収率：供給単価の給水原価に対する割合を示す。経営状況の健全性を示す指標の１つ。
　 １００％を下回っている場合は、給水に係る費用が料金収入で賄えていないことを表します。
 　政令市２３年度平均：１００．５％　　（供給単価／給水原価）×１００

●職員１人あたりの給水収益：損益勘定職員１人あたりの生産性について給水収益を基準として把
　 握するための指標で、数値が高いほど職員1人当たりの生産性が高いことを表しています。
　 政令市２３年度平均：５４，９６９千円　　（給水収益／損益勘定所属職員数）／１,０００



９．事業評価等の実施状況

中期経営計画に掲げた中期指標について、24年度末における評価は次のとおりです。

24年度計画値

1 88.3%

2 100.1%

3 110.9%

4 58,458千円

5 702.5%

6 55.2%
自己資本構成
比率

57.5%

計画値を2.3ポイント上回っ
ている。これは企業債の償
還等により自己資本が増
加したためである。

企業債の償還に伴う自己資本金へ
の組み入れにより着実に上昇して
いるものの、政令市の中では依然
低位にあるため、引き続き資本充
実に努めていく。

職員1人当たり
の給水収益

58,499千円

計画値を上回っているが、
これは損益勘定所属職員
数の減によるものである。

水道料金の収入率の向上と未納料
金への早期対応、有収率の向上に
努めるとともに、定員管理計画に基
づく適正な職員数の維持に努める。

流動比率 915.6%

計画値を上回っているが、
これは減価償却費等の増
により内部留保資金が増え
たためである。

水道料金収入が減少する中、水道
施設の建設改良事業の財源確保
等、安定経営のための財政基盤強
化に向け内部留保の充実に努め
る。

総収支比率 113.2%

計画値を13.1ポイント上
回っている。これは支出が
計画より抑えられたためで
ある。

計画値を上回っているものの水道
施設の維持管理費が増大する中、
より一層効率的な予算執行に努め
経費節減を図る。

料金回収率 112.0%

計画値を1.1ポイント上回っ
ている。これは供給単価よ
り給水原価の方が計画値
を上回ったためである。

計画値を上回っているものの、より
一層効率的な予算執行に努め経費
節減を図るとともに、漏水対策を徹
底し有収率の向上に努める。

指標名 24年度末数値 増減理由 今後の取組

有収率 88.3%

計画値と同率になってい
る。これは漏水防止対策事
業等の効果があらわれた
ためである。

徐々に向上しているものの、他の政
令市と比べ依然低率であるため、
引き続き漏水調査、老朽管の布設
替、鉛製給水管修繕などを積極的
に推進し、無効水量の減少に努め
る。



別表　１

　総務担当

　経理担当

21 人 　企画担当

（内水道会計支弁職員

20 人）

　管理担当

　料金担当

51 人 　検針第１担当

（内水道会計支弁職員 　検針第２担当

34 人） 　精算第１担当

　精算第２担当

　駿河サービス担当

　蒲原サービス担当

　管理担当

　給水装置第１担当

（局長兼務） 226 人 27 人   給水装置第２担当

（内水道会計支弁職員 　量水器担当

次長　1人 部長　1人 25 人）

理事　1人

　管理担当

・水道事業支弁職員　　   195 人 　維持第１担当

（内訳） 49 人 　維持第２担当

特別職 1人 　建設第１担当

正規職員 158人 　建設第２担当

嘱　　託 32人 　建設第３担当

再任用(短) 2人

　管理担当

　整備担当

49 人 　与一配水場

　南安倍配水場

　清水谷津浄水場

　水質第１担当

　水質第２担当

13 人

　管理担当

　施設担当

14 人

水道管路課

　（水道技術管理者）

水道施設課

(内嘱託 7人）

  水  道  部  行  政  機  構  図
（平成25年3月31日現在）

水道総務課

(内嘱託 1人）

営　業　課

(内嘱託 5人）

(内嘱託 7人、再任用 2人）

(内嘱託 4人）

水質管理課

(内嘱託 1人）

簡易水道課

公営企業管理者 上下水道局 水道部 給水装置課

(内嘱託 11人）



別表　２
平成２５年３月末現在水道事業職員の内訳は次のとおりである。

   管　理　者（上下水道局長）　　１人（特別職）

   水道部理事（水道技術管理者）　１人 水道部参与　　　　２人

  （単位　人）

課担 副 統室 統副 主 主主 主技 薬 主水 主 主副 事 技 小 非 合

事 長当 参 括長 括主 任事 任師 剤 任道 任 任主 務 常

・課 事 主・ 副幹 主　 技　 師   指 技 技任 員 勤

参長 幹主 主　 査 事　 師　   導 能 手技 手 嘱

別 事　 　幹 幹　 　員 士 　手 計 託 計

(1) (1) (1)

4 1 1 6 5 2 19 1 20

(0) (0)

4 4 2 6 12 1 29 5 34

(0) (0)

4 1 1 1 3 3 1 14 11 25

(1) (1) (1)

4 3 6 6 1 12 2 2 4 40 7 2 49

(0) (0)

4 6 5 10 1 14 2 42 7 49

(0) (0)

1 1 2 1 7 12 1 13

(2) (2) (2)

21 0 16 17 29 23 31 7 2 2 5 1 0 2 156 32 2 190

 （注）　　（　）内数字は再掲　参与をいう。

再
任
用
（

短
時
間
）

区　　　分

上下水道局次長　　１人 水道部長　１人

水 道 施 設 課

水 質 管 理 課

再
任
用
（

フ
ル
）

合 計

業

水
　
道
　
事
　
業

水 道 総 務 課

営 業 課

給 水 装 置 課

水 道 管 路 課

名 別 

課 別 

職 名 別 

名 別 

課 別 

職 名 別 



別表　３

静岡市水道料金表

水道料金（１か月につき・消費税込）

10 立 方
メ ー ト ル
までの分

10 立 方
メ ー ト ル
を 超 え 20
立 方 メ ー
ト ル ま で
の分

20 立 方
メ ー ト ル
を 超 え 50
立 方 メ ー
ト ル ま で
の分

50 立 方
メ ー ト ル
を超え100
立 方 メ ー
ト ル ま で
の分

100 立 方
メ ー ト ル
を超え500
立 方 メ ー
ト ル ま で
の分

500 立 方
メ ー ト ル
を 超 え る
分

メーターの口径 金額

13ミリメートル

20ミリメートル

25ミリメートル 651円

30ミリメートル

40ミリメートル

50ミリメートル 2,971円50銭

75ミリメートル 7,413円

100ミリメートル 12,621円

150ミリメートル

200ミリメートル
27,604円50銭

基　本　料　金

従量料金（使用水量１立方メートルにつき）

63円 112円35銭 149円10銭 173円25銭 192円15銭 204円75銭

399円

2,005円50銭


